
議 事 概 要 書 

令和５年度 社会教育委員会議 会議録 

開 催 日 時 令和５年７月２１日（金）１３時００分から１４時３０分まで 
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出 席 委 員 玉野市社会教育委員 委員長他６名 

事務局 １０名 
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審 議 概 要 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 議題 

（１）令和５年度 玉野市教育行政重点施策について  承認 

   （事務局説明） 

 

（２）令和５年度社会教育事業について  承認 

   （事務局説明） 

 

（３）令和５年度社会教育施設等の事業について  承認 

（事務局説明） 

 

（事務局） 

・図書館と公民館との融合施設として全国的にも珍しい。 

・Ｒ５の重点目標①子どものころから生涯にわたって読書活動を推進

したい。②駅東倉庫の作品展示などアート活動も支援したい。 

・中央公民館の稼働率は、コロナ前に戻りつつある。 

・『読書貸出通帳』の活用をお願いしたい。 

 

（委 員） 

・通帳を学校に配ることは可能か。配布することで子どもたちが図書

館に行くきっかけになると思う。 

 

（事務局） 

・希望があれば対応可能。図書館見学を授業にも取り入れてもらえた

ら、そのときに配布ができる。 

 

（委 員） 

・融合施設ならではの活動やメリットは何か。 

 

（事務局） 

・図書館と公民館、それぞれの利用者の垣根がない。図書館の利用者

が公民館行事にも興味をもつようになってきている。 

 

（委 員） 

・おすすめの特別講座は何か。 

 

（事務局） 

・玉野の体操である『タマニサイズ（ご当地健康体操）』を実施し、全



国の公民館とネットでつながっている。参加団体から好評である。 

・ワークショップフェスタは、芸術活動として人気がある。 

・専門講座として、熱中症予防を８/２２に計画している。 

 

（事務局） 

・補導については、指導員と学校と共同で実施。 

・非行防止を目的として、『みちびき』を発行している。 

・子ども楽級は、人間関係づくり、子どもの居場所づくりにつながっ

ている。 

     

（事務局） 

・教育サポートセンターへの相談件数は増加傾向。 

・相談は、電話、来所、訪問。 

 

（委 員） 

・サポートを希望する人は多いと思うが、場所がネックとなっている

のではないか。子どもたちの交通手段への対策は何か。 

 

（事務局） 

・基本は保護者の送迎。シーバス、シータクを利用している。路線バ

スのコースを変更してもらっている。市民センターで出前相談をす

る等の工夫をしている。 

 

５ その他 

社会教育委員の役割について 

 （事務局説明） 

 

６ 閉会 

特記事項 なし 

事 務 局 玉野市教育委員会社会教育課 

電話 0863-32-5577 

FAX  0863-32-1329 

 


